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富田林市自動写真撮影機設置事業者募集要項 

 

この要項は、富田林市（以下「本市」という。）が行う自動写真撮影機設置事業者（以下「設置事業

者」という。）の募集に関し、必要な手続きを定めたものです。応募される方は、この募集要項をよく読

み、次の各事項をご承知の上、お申し込みください。  

 

１．公募物件 

公募物件は、下表のとおりです。詳しくは、別紙「仕様書」をご覧ください。 

※現地説明は行いませんので、各自、施設管理者にご連絡の上、設置場所の状況を確認してください。 

※契約期間中（令和９年度頃）に、市役所本庁舎建替えに伴い旧庁舎１階南館エレベーター前から、新

庁舎１階へ設置場所の変更を予定しています。 

 

（１） 使用形態 

自動写真撮影機の設置場所の使用については、地方自治法（昭和22年法律第67号）第

238条の4第7項の規定に基づく行政財産の目的外使用として許可します。 

 

（２） 契約期間 

契約期間は、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとし、自動写真撮影機の設置・撤

去に要する期間を含めるものとします。ただし、（１）の使用許可手続については、毎年度行うもの

とします。 

 

２．公募条件 

（１） 必要経費 

① 行政財産使用料 

行政財産使用料は、1台につき年額12,220円です。（既納の行政財産使用料は返還しませ

ん。ただし、本市において当該施設を公用又は公共用に供するため許可を取り消し、若しくは、

設置事業者の責めに帰することのない理由により当該施設の使用の開始又は継続ができないと

きは除きます。また、条例及び規則等の改正により、金額等が変更となる場合があります。） 

② 販売還元金 

本募集により設置される自動写真撮影機では、行政財産使用料のほか、自動写真撮影機の

総売上額の一定割合を販売還元金として市に納入していただきます。販売還元率（百分率）は

最低２３％以上から提案していただきます。自動写真撮影機の総売上額に、この販売還元率を

乗じたものを販売還元金（1 円未満切り捨て）とします。なお、ここでいう総売上額とは、購入者が

申込 
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１ 富田林市役所 

富田林市常盤町１番１号 

1台 
土地・

建物 
施設1階南館 エレベーター前 

施設敷地内 
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支払う商品代金の合計であり、設置手数料等ではありません。 

また、マイナンバーカードの申請にかかる利用料金を免除する場合、免除分の利用料金につ

いては販売還元金が発生するものとし、免除分の利用料金については本市が負担するものとす

る。 

③ 電気使用料 

電気使用料は全額を設置事業者の負担とし、本市が指定する期限までに全額納入してくださ

い。 

電気使用量は月額2,000円とします。ただし、電気使用量子メーター（計量法に定める検定合

格済のもの。）を設置する場合は、その指示値に施設の電気料金単価を乗じた額とします。 

④ その他必要経費 

自動写真撮影機の設置及び撤去に要した工事費、移転費等の一切の費用は設置事業者の

負担とします。また、庁舎建替えに伴う旧庁舎から新庁舎への設置場所の移動に伴う費用につ

いても同様とします。 

但し、本市において当該施設を公用又は公共用に供するため許可を取り消し、若しくは、設置

事業者の責めに帰することのできない理由により当該施設の使用の開始又は継続ができないと

きは除きます。 

 

（２） 使用上の制限（遵守事項）  

① 使用許可の条件を遵守すること。  

② 自動写真撮影機を設置する権利を第三者に譲渡又は転貸しないこと。 

③ 販売品の納入・廃棄物の搬出時間及び経路については、本市の指示に従うこと。 

 

（３） 維持管理責任 

① 自動写真撮影機の設置管理、故障時の対応を行うこと。 

資材補充、金銭管理、写真関連品質維持業務、機械清掃を週に一度行うこと。 

売上回収を月に一度行うこと。  

② 自動写真撮影機に故障時等の連絡先を明記し、故障、問い合わせ及び苦情については、設

置事業者の責任において対応すること。 

③ 設置する自動写真撮影機の大きさ（面積）は、設置可能面積以内とし、十分な転倒防止措置

を行うこと。 

④ 自動写真撮影機の損傷、故障、盗難等により生じた損害及びその設置に伴い第三者に与えた

損害については、本市に重大な過失がない限り、市に一切の補償を求めないこと。 

⑤ トラブルの対応としてコールセンター(365日体制)を設け利用者の問い合せに対応すること。 

  （対応時間としては平日9：00～17：30とすること） 

 

（４） 原状回復 

設置事業者は、許可期間が満了した場合又は許可を取消された場合は、速やかに原状回復し

てください。ただし、市が認める範囲において原状回復の義務を免れる場合があります。なお、原状

回復に際し、設置事業者は一切の補償を本市に請求することができません。 
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３．応募資格 

次の要件を全て満たす法人に限り応募することができます。なお、設置事業者として決定した後

に応募資格要件を満たしていないことが判明した場合は、設置事業者としての使用許可を取り消し

ます。  

（１） 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4に該当し、一般競争入札又は指

名競争入札に参加させないこととされている者及びその者を代理人、支配人その他の使用人又

は入札代理人として使用する者でないこと。 

（２） 法人の役員が富田林市暴力団排除条例（平成24年富田林市条例第17号）第2条第2号に

規定する暴力団員、若しくは同条第3号に規定する暴力団密接関係者でないこと。 

（３） 無差別大量殺人を行った団体の規制に関する法律（平成11年法律第147号）に基づく処分

の対象となっている団体及びその構成員でないこと。 

（４） 国税に滞納がないこと。 

 

４．募集に関する質問 

① 受付期間 

令和７年８月２５日（月）１５時まで受付け 

② 提出方法 

質問は、募集要項等質問書（要項様式第3号）を用い、持参、郵送、ＦＡＸ又は電子メールに

て提出してください。なお、書面以外の方法（電話、口頭等）での受け付けはいたしません。 

③ 提出先 

富田林市常盤町1番１号  富田林市役所 市民窓口課 

ＦＡＸ：0721-20-2013  

メール：simin@city.tondabayashi.lg.jp 

④ 回答 

回答は、全ての内容を令和７年８月２７日（水）１５時頃に本市のウェブサイトに掲載します。な

お、この回答をもって、本要項の補完、追加とします。 

 

５．応募手続き  

（１） 受付期間及び受付時間 

受付期間 窓口受付時間 

令和７年８月１８日（月）～同月２９日（金）まで 

（但し、業務時間外は郵送のみ） 
9時00分から17時30分まで 

 

（２） 受付場所 

富田林市常盤町１番１号  富田林市役所 市民窓口課 

 

（３） 申込方法 
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応募希望者は、以下の必要書類を受付場所まで郵送（受付最終日までに必着）、又は直接持

参により提出してください。これ以外による提出は受け付け出来ません。 

 

（４） 必要書類（提出部数は各１部）  

 

（５） 留意事項 

① 商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書）に複数の代表者が記載されているときは、応募に

係る権限を有する者を応募申込書の応募者欄に記入してください。 

② 誓約書に記入する役員の住所は、住民登録地（住民票の住所欄に記載されたところ）であり、

勤務先の所在地等ではありません。 

③ 文字が不明瞭で判読できないもの、記載内容を訂正したもの、記名押印のないもの、申込

番号に対応する施設名が異なるもの、販売還元率が２３％未満のものは、提案を無効としま

す。 

④ 応募手続き受付後の取下げはできません。 

⑤ 提出された応募書類の返却は行いません。  

⑥ 応募者に関する情報及び応募者数等の問い合わせについては、一切回答しません。 

 

（６） 個人情報の扱い 

提出された書類に記載の個人情報は、設置予定業者の決定及び契約締結事務に使用し、その

他の目的のためには使用しません。但し、応募者（役員含む）の資格確認のための警察当局への

照会には使用することがあります。 

 

６．設置事業者の決定  

（１） 選定方法等  

① 応募書類の審査 

② 候補順位の決定 

提案された販売還元率の高い順に候補順位を決定します。 

提案された販売還元率が同率の場合、当該応募者立会いの下、くじ引きにより順位を決定し

ます。この場合において、当該応募者が立ち会うことができない場合は、その者に代わり当該事

務に関係のない本市職員がくじを引きます。 

③ 設置予定事業者の決定 

書 類 備 考 

１ 応募申込書 要項様式第1号。 

２ 誓約書 要項様式第2号。 

３ 
設置する自動写真撮

影機のカタログ 
仕様書条件がわかるもの。 

４ 設置図面 平面図・立面図 （３のカタログに記載がある場合は省略可能。） 
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②の候補順位の最も高い応募者を設置予定業者に決定します。 

 

（２） 設置予定事業者決定後の流れ  

① 書類の提出（資格審査） 

6-（1）-③により決定した設置予定事業者には、本市より設置予定業者決定通知書を送付し

ます。送付を受けた事業者には、速やかに下記の書類を提出していただきます（※本手続き時点

で、本市の入札参加資格を有する登録業者である場合は2及び3の書類の提出は不要）。 

 

 

 

② 設置事業者の決定 

   ➀の資格審査の結果、本市が適当と認める場合は、当該応募者を設置事業者に決定しま

す。 

③ 行政財産使用許可書の交付 

設置事業者には、本市より行政財産使用許可書を交付し、行政財産使用料の納入期限を通

知します。 

④ 契約の締結 

本市と設置事業者は「自動写真撮影機の設置に関する契約」（別添参照）を締結します。 

 

（３） 設置事業者の決定の取消し 

次のいずれかに該当する場合は、設置事業者としての決定を取り消します。 

① 設置事業者が応募者の資格を失った場合。 

② 正当な理由なく、指定する期日までに使用許可申請及び契約締結の手続きに応じなかった場

合。 

③ 本市が指定する期日までに、使用料が納入されなかった場合。 

 

７．設置予定業者又は設置事業者が設置を辞退した場合  

6-（2）-➀の審査の結果、設置予定事業者が設置事業者たる資格を満たさなかった場合、又

書 類 備 考 

1 
行政財産使用許可申

請書 
富田林市公有財産規則 様式第４号。 

2 証明書類（原本） 
商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書）、印鑑証明書 

※書類提出時点で、発行後3カ月以内のもの。 

3 
税務署発行の納税証

明書（原本） 

書類提出時点で、発行後１カ月以内のもの（「所得税・消費税の

納税証明書その3の3」を請求のこと）。なお、法人税、所得税、消

費税又は地方消費税を分納している場合は、納税証明書は交付

されないため、資格を満たさなくなりますので、ご注意ください。 
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は設置事業者が自動写真撮影機の設置を辞退した場合であって、新たな設置予定事業者を決め

る公募手続きを行う時間がなく緊急を要するときは、当該設置（予定）事業者の次に高い販売還元

率を提案した応募者を設置予定業者と決定することができるものとします。この場合の販売還元率

は、新たな設置予定事業者が公募手続きで提案していた率とします。  

 

８．設置事業者の公表  

設置事業者を決定（令和７年９月中旬を予定）したときは、選定された応募者に通知するとともに、

市ウェブサイトに決定還元率及び設置事業者名を掲載します。なお、選定されなかった事業者へ

の通知は行いませんので、市ウェブサイトにてご確認ください。 

 

 

９．使用許可の取消し・変更 

次のいずれかに該当する場合は、許可期間中であっても許可を取り消し、又は変更する場合が

あります。  

① 本市において許可物件を公用または公共用に供するため必要とするとき。 

② 使用者が許可条件に違反したとき。 

③ ①②のほか、使用上の義務違反又は不正行為があったとき。 

 

１０．その他  

使用許可の手続き及び契約に関する一切の費用については、設置事業者の負担とします。  

 

１１．問い合わせ  

富田林市 市民人権部 市民窓口課 

担当：辻野 

電話：0721-25-1000（内線131）  

ＦＡＸ：0721-20-2013 

メールアドレス：simin@city.tondabayashi.lg.jp 


